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第10回
女性消防隊

女
子
の
本
懐

　糟屋地区の中では長い歴史がある

わが町の女性消防隊。

　隊員全員が応急手当普及員資格を

有する機能別消防団員です。

　隊員10名。男性消防団員とは活

動内容が違い、心肺蘇生法の講習、

AED使用の普及、防災講座等の開催

をメインに活動しています。

　男女共同参画社会のトップラン

ナーとして期待されています。

特  集
意見交換会

入
隊
の
き
っ
か
け
は
？

●
子
ど
も
の
頃
、「
女
は
入は

い

れ
ん
と
よ
」
っ

て
言
わ
れ
て
た
か
ら
、
今
は
女
性
も
入
れ

る
こ
と
を
聞
い
て
、「
じ
ゃ
あ
」
っ
て
、
入

り
ま
し
た
。(

笑)

　
叔
父
や
従
兄
弟
も
入
っ
て
て
身
近
で
し

た
し
、
中
学
卒
業
後
、
カ
ナ
ダ
留
学
の
た

め
篠
栗
を
出
て
い
た
の
で
、
戻
っ
て
地
域

に
根
付
く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
考

え
て
い
る
時
期
で
し
た
。

●
消
防
団
活
動
の
こ
と
は
何
も
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
当
時
の
メ
ン
バ
ー
の
方
か

ら
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
に
入
り
ま
し
た
。(

笑)

入
隊
し
た
感
想
は
？

●
す
ご
く
活
発
で
前
向
き
な
の
で
、
楽
し

く
さ
せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
。

　「
お
世
話
に
な
っ
て
る
篠
栗
の
役
に
立
て

る
の
が
あ
り
が
た
い
」
っ
て
い
う
の
が
長

く
続
け
て
い
る
理
由
で
す
。

●
本
当
に
メ
ン
バ
ー
の
仲
が
良
く
て
、
年

齢
層
も
幅
広
い
の
で
、
い
ろ
ん
な
話
が
聞

け
ま
す
。

　
仕
事
関
係
で
も
、
子
ど
も
関
係
で
も
な

い
仲
間
な
の
で
、
新
し
い
感
じ
で
、
す
ご

く
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。(

笑)
ど
ん
な
活
動
を
し
て
ま
す
か
？

●
普
段
は
一
般
向
け
の
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ

Ｅ
Ｄ
使
用
の
普
及
で
す
が
、
小
学
生
向
け

の
防
災
講
座
、
お
母
さ
ん
が
子
ど
も
に
行
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う
救
命
救
急
の
講
座
も
始
め
ま
し
た
。

●
５
年
位
前
か
ら
、
文
化
祭
に
も
出
展
し

て
ま
す
。
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
ク

イ
ズ
を
し
て
、
防
災
意
識
を
高
め
て
も
ら

う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

家
族
の
理
解
は
？

●
夫
も
元
消
防
団
員
だ
っ
た
の
で
、
子
守

り
も
協
力
し
て
く
れ
て
ま
す
。
二
人
と
も

都
合
が
つ
か
な
い
と
き
は
、
実
家
の
両
親

が
快
く
預
か
っ
て
く
れ
ま
す
。

●
私
が
消
防
団
に
入
る
と
い
う
事
で
、
夫

も
入
団
さ
せ
ま
し
た
。(

笑)

　
生
ま
れ
育
ち
が
カ
ナ
ダ
な
の
で
、
消
防
団

を
全
く
知
ら
ず
に
い
た
ん
で
す
け
ど
、
今
で

は
消
防
大
好
き
な
人
に
な
っ
て
ま
す
。(

笑)

　
お
互
い
都
合
を
つ
け
な
が
ら
活
動
し
て

ま
す
。
二
人
と
も
活
動
す
る
と
き
は
、
実

家
の
両
親
に
頼
む
と
か
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
ま
す
。

工
夫
し
て
い
る
点
は
？

●
結
婚
や
出
産
が
理
由
の
退
団
が
ゼ
ロ
な

ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
、
女
性
の
社
会
進
出

に
は
良
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
会
議
や
研
修
会
に
子
ど
も
連
れ
で
参
加

で
き
る
し
、
お
互
い
に
フ
ォ
ロ
ー
し
合
う

環
境
も
あ
り
ま
す
。

●
子
育
て
し
な
が
ら
活
動
で
き
る
よ
う
に
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
利
用

も
援
助
し
て
い
ま
す
。

女
子
操
法
大
会
も
あ
り
ま
す
が
、

出
場
は
？

●
基
本
的
な
消
防
知
識
と
し
て
身
に
付
け

た
方
が
良
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
火
災
現

場
に
出
る
前
提
が
な
い
と
、
た
だ
の
競
技

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
機
能
別
消
防
と
し
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

講
習
や
防
災
教
育
の
分
野
で
活
躍
で
き
た
ら

と
思
い
ま
す
。

活
動
で
の
要
望
は
あ
り
ま
す
か
？

●
隊
員
に
、
こ
こ
７
年
で
７
人
の
赤
ち
ゃ

ん
が
生
ま
れ
て
ま
す
。
出
産
前
後
、
活
動

で
き
な
い
時
期
が
あ
り
、
講
習
の
調
整
が

難
し
く
な
る
の
で
、
定
員
が
も
っ
と
多
い

方
が
助
か
り
ま
す
。

●
年
齢
に
関
係
の
な
い
活
動
な
の
で
、
定

年
（
45
歳
）
を
延
ば
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
子
育
て
が
一
段
落
し
て
、
こ
れ
か
ら
と

い
う
時
に
定
年
が
来
て
、
両
方
終
わ
る
感

じ
な
の
で
。

●
道
具
や
資
料
が
多
い
の
で
自
由
に
使
え

る
場
所
（
詰
所
）
が
あ
っ
た
ら
、
す
ご
く

助
か
り
ま
す
。

今
後
の
活
動
は
？

●
こ
れ
か
ら
、
災
害
時
の
避
難
所
運
営
を

勉
強
し
て
、
女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ
た

運
営
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
男
性
団
員
も
、
現
場
・
訓
練
・
操
法
と

大
変
だ
と
思
う
の
で
、
せ
っ
か
く
だ
か
ら

分
業
し
て
、
互
い
に
得
意
な
分
野
を
担
当

で
き
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
災
害
は
男
女
平
等
に
や
っ
て
来
る
。「
消

防
団
に
お
け
る
女
性
の
割
合
は
少
な
い
が
、

防
災
の
中
に
女
性
の
視
点
を
、
し
っ
か
り

入
れ
て
行
き
た
い
」「
持
続
可
能
な
活
動
を

常
に
考
え
て
い
る
」
と
、隊
長
は
熱
く
語
る
。

プ
ロ
意
識
と
町
の
安
全
安
心
を
背
負
う
覚

悟
を
感
じ
ま
し
た
。

　
現
場
に
出
る
の
は
男
性
団
員
だ
が
、
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
で
は
な
く
、
別
の
フ
ィ
ー
ル
ド

で
独
立
し
て
活
動
す
る
女
性
消
防
隊
。
男

の
本
懐
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
な
ら
、
女

性
に
も
「
女
子
の
本
懐
」
と
い
う
も
の
が

あ
る
。
そ
ん
な
言
葉
が
聞
こ
え
て
く
る
よ

う
な
、
楽
し
い
会
話
の
中
に
も
緊
張
感
の

あ
る
意
見
交
換
会
で
し
た
。

　
本
日
は
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
育
児
の
援
助
を
依
頼
し
た
い
人
（
お
ね

が
い
会
員
）
と
提
供
す
る
人
（
ま
か
せ
て

会
員
）
の
会
員
制
の
相
互
援
助
活
動
組
織
。

　
”
議
会
だ
よ
り
№
１
９
４“
で
特
集
。
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定
例
会
補
正
予
算

一般会計補正予算
　主な補正については別表１・２のとおり。

国民健康保険特別会計・後期高齢者医療特別会計
　人事異動に伴う人件費の補正。

下水道事業会計
　支出において人件費の減額及び減価償却費・資産減耗費・特別損失の追加、収入において長期
前受金戻入益の追加補正。

水道事業会計
　人件費の減額及び特別損失の追加補正。

（表１）歳入の主なもの�
地方交付税 △８４５０万円
諸収入 △５７１万円

（表２）歳出の主なもの
総務費 ３３１６万円
衛生費（須恵町外二ヶ町清掃施設組合負担金確定のため） △１億２１５５万円
教育費 １４８８万円
諸支出金 △１４９２万円

会　　計 補正額 補正後予算額
一般会計 △９０２１万円 ９８億９３４０万円
国民健康保険特別会計 △１０８６万円 ３１億２３０１万円
後期高齢者医療特別会計 △４０６万円 ４億１６０４万円

下水道事業会計
収益的収入 １億　２６６万円 ９億３３３９万円
収益的支出 １億　　４７万円 ８億８３７４万円

水道事業会計 収益的支出 △１１６万円 ５億８０１５万円

各会計補正予算額

　
６
月
７
日
か
ら
15
日
ま
で
、
９
日
間
の
会
期

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
務
建
設
・
文
教
厚
生
両
常
任
委
員
会
、
予

算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
町
長
提
案
の
条
例

案
や
補
正
予
算
、
専
決
処
分
な
ど
計
16
議
案
を

審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
選
挙
案
１
件
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
最
終
日
の
本
会
議
に
て
、
全
て
の
議
案

を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
各
議
案
に
対
す
る
賛
否
一
覧
を
７
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

６
月
定
例
会

平成30年度国民健康保険特別会計補正予算　専決処分を承認
　平成29年度の予算に歳入不足が生じたため、30年度の歳入を１億4200万円繰上充用。

� ※金額はすべて万円未満四捨五入。
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契
　
　
約

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

津
波
黒
地
区
法
面
補
強
工
事

　
契
約
先
　
　
株
式
会
社
不
動
テ
ト
ラ
　
九
州
支
店

　
契
約
金
額
　
８
億
３
５
９
２
万
円

　
契
約
期
間
　
平
成
31
年
６
月
28
日
ま
で

委
員
会
活
動

篠
栗
北
地
区
産
業
団
地
整
備
事
業
特
別
委
員
会

　
５
月
24
日
（
木
）�

現
地
視
察
調
査
・
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
説
明

　
６
月
13
日
（
水
）
経
過
説
明
・
進
捗
状
況
説
明

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
５
月
31
日
（
木
）
平
成
30
年
度
篠
栗
小
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
説
明
会

　�「
篠
栗
町
学
校
教
育
プ
ラ
ン
」
に
も
と
づ
い
た
各

学
校
の
経
営
方
針
や
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
な
ど

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
発
表
。

篠栗北地区産業団地造成工事

伐採した雑木をチップにして再利用
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　本工事が北地区産業団地造成
による強度不足に起因する事、
また津波黒地区法面工事となっ
ているが津波黒住民の皆さんの
生命・財産が脅かされるかの課
長答弁は無い。
　これは明らかに北地区産業団
地法面工事であり一般会計から
の支出に反対する。
　特別会計からの支出だと補助
金がないらしいが、再三申し上
げるが開発行為はビジネスであ
るのでプラス・マイナスがいく
らで結果こうだとすべきである。
　町長の「開発事業に対して出
入りをつまびらかにして綺麗な
事業を遂行したい」との表現か
らも特別会計から支われるべき
である。

　津波黒地区法面補強工事は、
約11億1800万（予定金額）と
大規模な工事であり、売却収入
に比べ造成費等の経費が掛かり
すぎるとの指摘もある。
　しかし、大きな財政状況の改
善に寄与し、10年間で16億円程
度の歳入増加となる。
　また、地滑りの恐れがある危
険区域で、整備事業に合わせ緊
急を要する工事であると判断す
る。売却後に地滑りが発生し、
町が損害賠償等の責任をまぬが
れない状況を想定すると、早急
に整備する必要がある。一定額
の交付税措置のある全額起債事
業であり、町の将来の姿を左右
する事業の一環として賛成する。

　篠栗北地区産業団地整備事業
全体を考えた上で、2015年か
ら2019年までの５年間取り組
んでいる「篠栗まち・ひと・し
ごと創生総合戦略」において、
主要な施策の第一に掲げていた
のは、町と民間企業の事業主体
となる篠栗北地区産業団地造
成、企業誘致による雇用促進を
図るという目的であったと思っ
ている。
　国は地方創生と言っている
が、国は疲弊し、自治体が独自
でまちづくりを行い、将来の人
口減少などを考えると、今度の
事業は、法人税、固定資産税の
増収が図れると思う。
　よって議案第37号に賛成す
る。

反対討論� 荒牧　泰範 議員賛成討論� 古屋　宏治 議員賛成討論� 阿髙　紀幸 議員

補 
正 

予 

算

津
波
黒
地
区
防
災
対
策
事
業
の

実
施
す
る
た
め
の
予
算
を
計
上

　
平
成
30
年
度
篠
栗
町
一
般
会
計
予
算
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
６
億
１
４
５
５
万
円
を
追
加
補
正
し
、
予
算
総

額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
99
億
８
３
６
０
万
円
と
す
る
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
総
務
費
と
し
て
津
波
黒
地

区
法
面
補
強
工
事
に
平
成
30
年
度
に
係
る
工
事
費

６
億
１
４
５
５
万
円
を
追
加
す
る
も
の
。

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
町
債
（
自
然
災
害
防
止
事
業

債
）
６
億
１
４
５
０
万
円
、
普
通
交
付
税
５
万
円
を

増
額
補
正
す
る
も
の
。

条
　
　
例

議
案
の
撤
回
請
求
を
承
認

企
業
立
地
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

篠
栗
町
企
業
立
地
促
進
条
例
の
制
定

　
３
月
定
例
会
で
、
企
業
立
地
の
奨

励
措
置
は
「
議
会
が
審
査
で
き
る
よ

う
に
条
例
中
に
定
め
る
べ
き
」
と
し

て
、
継
続
審
査
に
な
っ
て
い
た
同
条

例
が
撤
回
さ
れ
、
新
た
に
修
正
し
た

上
で
提
出
さ
れ
た
も
の
。
固
定
資
産

税
の
不
均
一
課
税
、
上
下
水
道
料
金

の
減
免
等
を
定
め
て
い
る
。

４
月
臨
時
会
（
４
月
26
日
）

 津波黒地区法面補強工事箇所
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議案
番号 議　　　案　　　名 議決結果

４
月
臨
時
会

35
専決処分の承認（専決第１号）

〔篠栗町税条例等の一部を改正する条例の制定〕
全員賛成承認

36
専決処分の承認（専決第２号）

〔篠栗町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定〕
全員賛成承認

37 平成30年度篠栗町一般会計補正予算（第１号）　 賛成多数可決
（反対：荒牧/横山/山田）

38 篠栗町企業立地促進条例の制定 全員賛成可決

６
　
月
　
定
　
例
　
会

39
専決処分の承認（専決第３号）

〔平成30年度篠栗町国民健康保険特別会計補正予算（第1号)〕
全員賛成承認

40 篠栗町健康づくり推進協議会条例の制定 全員賛成可決

41
篠栗町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例の制定

全員賛成可決

42 工事請負契約の締結について［津波黒地区法面補強工事］ 全員賛成可決

43
福岡県自治会館管理組合を組織する地方公共団体の数の減少及び
福岡県自治会館管理組合規約の変更

全員賛成可決

44 福岡都市圏広域行政推進協議会規約の一部変更に関する協議 全員賛成可決

45 福岡都市圏広域行政事業組合規約の一部変更に関する協議 全員賛成可決

46 福岡県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に関する協議 全員賛成可決

47
福岡都市圏の市町の図書館等を相互に他の市町の住民の貸出利用
に供することの一部変更に関する協議

全員賛成可決

48
福岡都市圏の市町のスポーツ施設等を相互に他の市町の住民の
利用に供することの一部変更に関する協議

全員賛成可決

49 福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合規約の変更 全員賛成可決

50 平成30年度篠栗町一般会計補正予算（第２号） 全員賛成可決

51 平成30年度篠栗町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 全員賛成可決

52 平成30年度篠栗町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 全員賛成可決

53 平成30年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計補正予算（第１号） 全員賛成可決

54 平成30年度篠栗町水道事業会計補正予算（第１号） 全員賛成可決

選挙案
１号 福岡県介護保険広域連合議会議員の選挙 指名推選　阿部寛治

議決結果一覧表

※�議案43号から49号については、平成30年10月１日に那珂川町が那珂川市になることに伴い規約等
を変更するもの。
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　一般質問とは、議員が執行部に、その町の行政全般の事務執行状況や政

策方針などについて、報告や説明を求め、所信や疑問を尋ねることです。

　年４回開催される定例会の中で行うもので、臨時会では行いません。

　ここに掲載したのは要約で、質問者本人の原稿をもとに作成しています。

議事録の全文は議会事務局・町立図書館・クリエイト篠栗・オアシス篠栗・

各公民分館および町ホームページで閲覧できます。

７
人
が
一
般
質
問

こ
こ
を
ど
う
す
る
!?

１．　古屋　宏治　議員……………………………………… ９

　　● �人口増加に向けた移住・定住のための住宅整備は

２．　横山　久義　議員………………………………………10

　　● �人口減少対策のため都市計画の建ぺい率、容積率を
　　　 見直すべきでは

３．　荒牧　泰範　議員………………………………………11

　　● ２大事業の成果見込みを問う
　　● 人口が増加しない原因は

４．　山田　眞士　議員………………………………………12

　　●安心して住み続けられる高齢者福祉を

５．　田辺　弘之　議員………………………………………13

　　● ラジオ体操を活かした健康づくりの推進を

６．　栗須　信治　議員………………………………………14

　　● 自治公民館を拠点に健康づくりを
　　● 児童生徒の登下校の安全確保は

７．　村瀨　敬太郎　議員…………………………………15

　　● 防災体制の充実を
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一般質問



　
定
住
化
を
推
進
す
る
目
的
は
、
人

口
増
加
に
伴
い
、
町
の
賑
わ
い
や
地

域
経
済
の
活
性
化
、
税
収
増
加
に
よ

る
財
政
の
安
定
化
で
あ
る
。

　
篠
栗
町
は
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良

さ
、
緑
豊
か
な
自
然
環
境
等
に
恵
ま

れ
「
市
内
に
一
番
近
い
森
の
町
」
と

し
て
、
県
内
外
に
住
む
若
い
共
働
き

世
代
の
定
住
人
口
を
増
や
す
こ
と

で
、
発
展
す
る
町
を
目
指
す
こ
と
が

で
き
る
。

問　
産
業
団
地
開
発
に
合
わ
せ
、
生
産

年
齢
人
口
の
増
加（
移
住
）と
あ
る
が
、

移
住
希
望
者
の
住
宅
は
。

答
【
町
長
】

　
い
ろ
い
ろ
な
要
因
で
住
宅
開
発
が

進
ん
で
お
ら
ず
、
町
も
県
な
ど
の
関

係
機
関
に
対
す
る
申
請
等
に
積
極
的

に
関
わ
っ
て
い
く
。

問　
総
合
戦
略
の
中
に
、
新
規
住
宅

３
５
０
戸
、
子
育
て
世
帯
３
０
０
世

帯
の
増
加
と
あ
る
が
、
見
込
み
と
取

り
組
み
は
。

答
【
町
長
】

　
27
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
の
実
績

で
２
０
６
戸
、
そ
の
内
１
６
３
戸
が

子
育
て
世
帯
で
あ
る
。
今
後
も
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
住
宅
開
発
が
誘
引

で
き
る
よ
う
促
し
て
い
く
。

問　
社
会
動
態
が
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
て

い
る
の
は
、
な
ぜ
だ
と
思
わ
れ
る
か
。

答
【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】

　
子
ど
も
の
転
校
を
考
慮
し
、
小
学

校
入
学
前
に
住
宅
を
求
め
転
出
す
る

傾
向
が
あ
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。

問　
計
画
的
活
用
ゾ
ー
ン
開
発
の
県
と

の
交
渉
・
協
議
の
進
捗
は
。

答
【
町
長
】

　
産
業
団
地
は
、
都
市
計
画
上
の
取

り
組
み
が
一
段
落
し
、
次
の
計
画
に

つ
い
て
県
と
事
前
協
議
に
入
る
準
備

を
し
て
い
る
。

問　
計
画
的
活
用
ゾ
ー
ン
の
中
で
民
間

の
住
宅
開
発
の
計
画
が
あ
る
。
地
権

者
の
80
％
～
90
％
の
開
発
同
意
が
取

れ
て
い
る
が
、
町
は
１
０
０
％
の
同

意
が
な
い
と
受
付
で
き
な
い
の
か
。

答
【
町
長
】

　
こ
れ
ま
で
は
、
１
０
０
％
同
意
と

言
い
続
け
て
き
た
。
町
に
と
っ
て
必

要
な
開
発
で
あ
れ
ば
県
と
の
交
渉
が

必
要
。
し
か
し
、
国
や
県
の
後
押
し

を
も
ら
う
た
め
「
立
地
適
正
化
計
画
」

を
策
定
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

問　「
立
地
適
正
化
計
画
」
で
町
づ
く
り

を
計
画
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
再
度

土
地
開
発
公
社
の
設
立
を
検
討
さ
れ

て
み
て
は
。

答
【
町
長
】

　
今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
移
住
対
策
で
空
き
家
の
利
用
が
で

き
な
い
か
、
専
門
業
者
と
の
協
力
体

制
を
つ
く
ら
れ
て
は
。
ま
た
、
全
国

版
の
サ
イ
ト
等
を
利
用
さ
れ
て
は
。

答
【
町
長
】

　
町
内
不
動
産
業
者
と
の
協
力
は
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
サ

イ
ト
も
利
用
し
て
い
き
た
い
。

古屋 宏治

人口増加に向けた
移住・定住のための住宅整備は
町長「�バランスのとれた住宅開発を
　　　促していく」
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問　
全
国
的
に
マ
ン
シ
ョ
ン
や
戸
建
て

住
宅
の
需
要
は
人
口
減
少
の
影
響
で

減
少
し
続
け
て
い
る
。
そ
の
状
況
下

で
唯
一
右
肩
あ
が
り
の
地
域
が
あ
る
。

そ
れ
が
福
岡
都
市
圏
で
あ
り
、
福
岡

都
市
圏
の
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
が
人

口
を
増
加
さ
せ
て
い
る
の
も
そ
の
よ

う
な
背
景
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
う
。

　
町
も
第
５
次
総
合
計
画
で
、
平

成
25
年
度
か
ら
５
カ
年
で
人
口

を
大
幅
に
増
や
し
29
年
度
末
で

３
万
２
８
０
０
人
に
す
る
目
標
を
示

し
た
と
思
う
。

　
し
か
し
、
実
際
は
29
年
度
末
の
人

口
は
３
万
１
５
０
６
人
で
５
年
前
よ

り
減
少
す
る
と
い
う
信
じ
が
た
い
結

果
に
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
質
問

を
行
う
。

①�

５
次
総
合
計
画
の
よ
う
な
短
期
の

計
画
で
示
す
数
値
は
努
力
目
標
で

も
あ
る
。
当
然
、
毎
年
度
、
計
画

と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
の
検
証

が
行
わ
れ
た
と
思
う
。
そ
の
内
容

を
示
さ
れ
た
い
。

②�

こ
の
５
カ
年
で
人
口
を
減
少
さ
せ

た
要
因
は
何
と
思
っ
て
い
る
の

か
。

③�

人
口
を
増
や
す
た
め
、
今
後
ど
の

よ
う
な
手
立
て
を
考
え
て
い
る
の

か
。

答
【
町
長
】

　
国
内
で
元
気
と
言
わ
れ
る
福
岡
県

に
お
い
て
、
福
岡
都
市
圏
は
さ
ら
に

元
気
な
エ
リ
ア
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
糟
屋
地
区
唯
一
の
人
口
減

少
に
至
っ
た
こ
と
は
事
実
。

答
【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】

　

①�

７
つ
の
基
本
目
標
に
22
の
重
点
施

策
を
設
定
し
た
成
果
目
標
を
設
定

し
、
毎
年
度
、
実
施
計
画
の
管
理

を
行
い
、
そ
の
進
捗
と
人
口
推
移

の
検
証
を
行
っ
た
。

②�

民
間
開
発
の
整
備
が
想
定
よ
り
整

わ
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。

③�

移
住
・
定
住
に
向
け
良
好
な
住
宅

開
発
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待

し
、
県
等
関
係
機
関
に
対
す
る
申

請
等
に
町
も
積
極
的
に
係
わ
っ
て

い
く
こ
と
で
住
宅
開
発
が
進
め

ば
、
人
口
増
加
が
見
込
め
る
と
考

え
る
。

問　
糟
屋
地
区
の
他
の
地
区
が
増
え
て

い
る
の
に
な
ぜ
人
気
が
あ
る
篠
栗
の

人
口
が
減
っ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
が

問
題
だ
。

　
福
岡
都
市
圏
の
右
肩
上
が
り
は
い

つ
ま
で
も
続
か
な
い
。
だ
か
ら
、
即

効
性
の
あ
る
対
策
を
取
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
都
市
計
画
の
建
ぺ
い
率
、
容
積
率

を
変
え
る
こ
と
が
一
番
効
果
が
あ
る

と
思
う
が
。

答
【
町
長
】

　
都
市
計
画
審
議
会
で
も
指
摘
を
受

け
て
い
る
。
早
急
に
市
街
化
区
域
内

の
色
替
え
を
積
極
的
に
進
め
た
い
。

横山 久義

人口減少対策のため都市計画の
建ぺい率、容積率を見直すべきでは
町長「�都市計画審議会でも指摘を
　　　受けており、積極的に進めたい」

篠栗町住宅地の風景
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荒牧 泰範

２大事業の成果見込みを問う

町長「現時点では示しづらい」

問　
自
由
通
路
に
つ
い
て
、
１
日
あ
た

り
の
通
行
者
数
を
現
在
の
跨
線
橋
の

実
数
と
、
新
通
路
が
開
通
後
の
見
込

み
人
数
を
。

　
産
業
団
地
に
つ
い
て
は
完
成
後
の

町
の
税
収
・
水
道
使
用
料
の
増
加
額

見
込
み
と
、
期
待
さ
れ
る
雇
用
人
数

と
移
住
者
数
を
問
う
。

答
【
町
長
】

　
跨
線
橋
利
用
者
は
２
１
２
０
人
／

１
日
で
あ
る
。
開
通
後
は
現
時
点
で

は
示
し
づ
ら
い
。
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
の
位
置
づ
け
を
理
解
さ
れ
た

い
。

　
産
業
団
地
に
つ
い
て
税
収
は
工
場

の
概
要
が
固
ま
り
し
だ
い
公
に
す

る
。
上
下
水
道
に
つ
い
て
は
年
間

５
３
０
０
万
円
の
増
収
を
見
込
ん
で

い
る
。

　
雇
用
は
２
５
０
人
以
上
を
願
い
、

移
住
に
関
し
て
は
不
透
明
で
あ
る
。

問　
日
本
の
人
口
は
平
成
27
年
の
国
勢

調
査
で
、
前
回
を
下
回
り
減
少
に
転

じ
る
な
か
、
福
岡
県
は
増
加
都
県
の

一
つ
で
特
に
増
加
率
は
沖
縄
県
に
次

ぐ
全
国
２
位
に
位
置
し
て
い
る
。
加

え
て
福
岡
市
の
人
口
増
加
率
は
政
令

市
中
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
そ
の
近
隣
自

治
体
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
糟
屋
地
区
で
は
宇
美
町
が
減
少
に

転
じ
篠
栗
町
は
横
這
い
も
し
く
は
微

減
の
状
態
で
あ
る
。

　
20
年
後
の
推
計
で
は
新
宮
町
を
始

め
１
市
５
町
が
増
加
予
測
の
中
で
篠

栗
町
は
宇
美
町
と
共
に
大
幅
な
減
少

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
再
三
申
し
上
げ
る
が
、
私
は
町
の

活
力
の
バ
ロ
メ
ー
タ
―
は
人
口
推
移

と
思
う
。

　
対
策
を
練
る
に
は
ま
ず
的
確
な
原

因
究
明
が
必
要
で
、
ど
の
よ
う
に
と

ら
え
て
あ
る
の
か
尋
ね
る
。

答
【
町
長
】

　
１
世
帯
当
た
り
の
人
数
は
10
年
前
の

２
．
６
１
人
か
ら
２
．
３
９
人
に
減
少

し
単
身
世
帯
化
に
転
じ
て
い
る
。

　
転
出
届
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
篠
栗

町
に
家
を
持
ち
た
い
が
見
つ
か
ら
な

い
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

　
住
宅
不
足
の
原
因
は
都
市
計
画
の
線

引
き
に
よ
る
開
発
の
制
限
、
あ
る
い
は

相
続
問
題
や
不
動
産
へ
の
愛
着
等
に
よ

る
低
調
な
取
引
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
福
岡
都
市
圏
へ
の
ア
ク
セ

ス
の
良
さ
か
ら
賃
貸
住
宅
の
増
加
で

一
過
性
の
居
住
地
と
捉
え
ら
れ
る
部

分
も
あ
る
。

　
今
後
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
則
っ
た
住
宅
開
発
を
進
め
る
こ

と
で
子
育
て
世
代
の
定
着
を
は
か
れ

ば
近
隣
同
様
の
人
口
推
移
を
辿
る
事

が
出
来
る
。

人
口
が
増
加
し
な
い
原
因
は

町
長
「�

住
宅
不
足
と

　
　
　
子
育
て
世
代
の
不
定
着
と
考
え
る
」

篠栗駅東側自由通路
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山田 眞士

安心して住み続けられる高齢
者福祉を
福祉課長
　「�軽減制度を利用して介護サービスを」

問　
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
は
、

第
７
期
保
険
の
グ
ル
ー
プ
分
け
と
保

険
料
の
引
き
上
げ
を
決
定
し
た
。

　
本
町
は
Ｃ
グ
ル
ー
プ
に
入
り
、
保

険
料
の
基
準
額
は
平
成
12
年
～
30
年

ま
で
に
1.8
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

　
国
民
年
金
の
受
給
者
の
一
か
月
分

の
年
金
が
ほ
ぼ
な
く
な
る
状
況
で
、

高
齢
者
の
負
担
は
限
界
を
超
え
て
い

る
。

　
施
設
に
入
所
し
た
く
て
も
入
所
待

ち
の
高
齢
者
の
方
が
多
い
た
め
、
な

か
な
か
順
番
が
回
っ
て
来
な
い
の
が

現
実
で
あ
る
。

　
料
金
が
安
い
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
で
も
住
民
課
税
の
所
帯
で
は
10
～

15
万
の
費
用
が
か
か
る
。

　
こ
の
よ
う
な
事
か
ら
介
護
難
民
と

い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る
ほ
ど
事
態
は

深
刻
な
状
況
で
あ
る
。

　
介
護
保
険
料
の
減
免
制
度
や
介
護

利
用
料
の
軽
減
制
度
が
あ
る
が
、
こ

こ
数
年
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

　
広
報
紙
な
ど
を
通
し
て
住
民
の

方
々
に
減
免
制
度
や
介
護
利
用
料
の

軽
減
制
度
を
知
ら
せ
て
頂
き
た
い
。

答
【
福
祉
課
長
】

　
介
護
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て
は

平
成
27
年
か
ら
低
所
得
者
に
対
し
て

は
公
費
で
軽
減
を
行
う
と
し
て
第
一

段
階
の
方
の
現
行
の
基
準
額
の
０
・
５

～
０
・
４
５
に
減
額
し
て
い
る
。

本
町
の
対
象
者
数
は

　
平
成
28
年
　
１
１
７
６
人

　
平
成
29
年
　
１
１
７
２
人

　
平
成
30
年
　
１
３
６
０
人
（
予
定
）

と
な
っ
て
お
り
、
消
費
税
増
税
後
は

第
二
、
第
三
段
階
の
人
も
減
額
と
な

る
予
定
で
あ
る
。

　
次
に
利
用
料
の
減
額
に
つ
い
て

は
、
一
ヶ
月
に
支
払
っ
た
利
用
者
負

担
額
が
所
得
に
応
じ
て
一
定
の
額
を

超
え
た
場
合
、「
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
・
高
額
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
」

と
し
て
、
超
え
た
分
が
払
い
戻
さ
れ

る
制
度
が
あ
る
。

本
町
で
は

　
平
成
28
年
　
２
９
０
４
件

　
　
３
６
２
５
万
９
９
８
６
円

　
平
成
29
年
　
３
０
９
８
件

　
　
３
８
９
５
万
１
６
０
３
円

の
支
給
を
行
っ
て
い
る
。

　
平
成
29
年
に
は
介
護
保
険
と
医
療

保
険
の
両
方
の
利
用
者
負
担
が
高

額
な
場
合
に
、
高
額
医
療
合
算
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て

　
１
５
４
件

　
　
４
０
１
万
６
７
８
６
円

　
施
設
医
療
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
対

し
て
居
住
費
と
食
費
を
軽
減
す
る
特

定
入
居
者
サ
ー
ビ
ス
費

　
１
６
１
８
件

　
　
４
６
２
６
万
６
９
２
６
円

が
交
付
さ
れ
て
い
る
。

　
新
制
度
に
関
し
て
は
「
み
ん
な
で

支
え
る
介
護
保
険（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）」

に
載
せ
全
戸
に
配
布
し
て
い
る
の
で

読
ん
で
頂
き
た
い
。

グ
ル
ー
プ
別
保
険
料

　
広
域
連
合
の
構
成
市
町
村
給
付
の

状
況
に
応
じ
て
保
険
料
を
３
グ
ル
ー

プ
に
分
け
て
設
定
す
る
も
の
。

　
給
付
水
準
が
高
い
方
か
ら
順
に

Ａ･

Ｂ･

Ｃ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
介
護
保
険
の
収
支
が

ま
か
な
え
る
保
険
料
を
設
定
し
て
い

る
。

�

（
平
成
17
年
度
か
ら
導
入
）
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問　
第
６
次
篠
栗
町
総
合
計
画
に
は

「
ラ
ジ
オ
体
操
を
活
か
し
た
健
康
づ

く
り
の
推
進
」
が
加
え
ら
れ
た
。

　
ラ
ジ
オ
体
操
の
動
作
に
は
き
ち
ん

と
し
た
理
論
が
あ
り
、
正
確
な
動
作

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
最
大
の
効
果

が
あ
る
。

　
一
方
、
高
齢
者
が
行
う
場
合
に
は

無
理
に
や
ら
な
い
方
が
い
い
動
作
も

あ
り
、
正
し
い
認
識
が
健
康
長
寿
へ

の
大
事
な
要
素
に
な
っ
て
い
く
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
次
の
質
問
を

行
う
。

①�

全
国
小
学
校
ラ
ジ
オ
体
操
コ
ン

ク
ー
ル
へ
の
参
加
は
。

②�

ラ
ジ
オ
体
操
推
進
に
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
い
く
の
か
。

③�

正
し
い
普
及
の
た
め
に
ラ
ジ
オ
体
操

指
導
士
の
派
遣
は
。

④�

町
と
し
て
独
自
の
表
彰
な
ど
を
考

え
て
は
。

⑤�

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ラ
ジ
オ
体

操
の
取
り
組
み
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

て
は
。

答
【
教
育
長
】

①�

ラ
ジ
オ
体
操
コ
ン
ク
ー
ル
は
体
力

づ
く
り
や
姿
勢
づ
く
り
に
寄
与

し
、
一
つ
の
目
標
に
向
け
て
協
力

し
合
っ
た
り
す
る
と
い
う
、
望
ま

し
い
学
級
づ
く
り
に
も
教
育
効
果

が
期
待
で
き
る
。

　�
教
育
委
員
会
と
し
て
、
そ
の
よ
う

な
観
点
で
啓
発
を
行
い
、コ
ン
ク
ー

ル
へ
の
参
加
を
支
援
し
た
い
。

答
【
社
会
教
育
課
長
】

②�

自
主
的
な
活
動
を
行
う
団
体
ヘ
ラ

ジ
オ
体
操
音
源
や
音
響
機
器
な
ど

の
貸
出
し
を
行
う
環
境
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
学
校
や
地
域
に
有

資
格
指
導
者
を
派
遣
す
る
制
度
を

構
築
し
た
い
。

③�

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
ラ
ジ
オ
体

操
指
導
士
の
資
格
取
得
を
町
で
後

田辺 弘之

ラジオ体操を活かした健康づくり
の推進を
社会教育課長「スポーツ推進委員の
ラジオ体操指導士の資格取得を後押ししていく」

押
し
し
て
い
く
。

④�

町
独
自
の
表
彰
規
定
を
設
け
る
こ

と
は
有
用
で
あ
り
、
普
及
状
況
に

応
じ
て
表
彰
実
施
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。

⑤�

他
市
町
村
の
先
進
事
例
を
参
考
に

段
階
的
に
広
報
活
動
を
展
開
し
た

い
。

問　
小
中
学
生
に
対
し
て
夏
休
み
期
間

の
第
２
体
操
の
指
導
は
。

答
【
教
育
長
】

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
検
討
し
な

が
ら
進
め
た
い
。

問　
町
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
人
数

は
。

答
【
社
会
教
育
課
長
】

　
現
在
は
10
名
。

問　
高
齢
者
に
対
し
て
適
切
な
指
導
を

行
え
る
の
か
。

答
【
社
会
教
育
課
長
】

　
加
齢
な
ど
に
よ
っ
て
、
筋
肉
量
が

落
ち
た
方
に
は
向
い
て
な
い
運
動
も

あ
り
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
追
加
す
る
な

ど
、
十
分
な
知
識
を
持
っ
た
指
導
員

の
育
成
に
努
め
た
い
。

問　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ラ
ジ
オ
体
操
に

取
り
組
む
た
め
の
注
意
事
項
を
掲
載

し
て
は
。

答
【
社
会
教
育
課
長
】

　
掲
載
す
る
方
向
で
検
討
し
た
い
。
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栗須 信治

自治公民館を拠点に
健康づくりを

町長「�関係機関と連携を図りながら取り
組みたい」

問　
本
町
で
は
、
オ
ア
シ
ス
篠
栗
を
拠

点
に
健
康
診
査
や
介
護
予
防
教
室
な

ど
「
健
康
づ
く
り
」
へ
の
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
様
な
事
業
に
関
心
の
あ
る
人

は
、
情
報
を
入
手
し
利
用
さ
れ
る
と

思
う
が
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
促

進
普
及
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
古
賀
市
で
は
、
公
民
館
を
拠
点
に

住
民
の「
健
康
づ
く
り
」を
進
め
る「
ヘ

ル
ス
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
始
め
て

お
り
、
地
域
の
幅
広
い
年
齢
層
を
呼

び
込
ん
で
い
る
。

　
日
頃
か
ら
、
親
し
ん
で
い
る
公
民

館
を
活
用
す
る
こ
と
で
参
加
者
が
増

え
、
住
民
主
体
の
活
動
へ
と
つ
な
が

る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

答
【
町
長
】

　
３
月
に
策
定
し
た
「
さ
さ
ぐ
り
健

康
プ
ラ
ン
」
の
基
本
方
針
で
は
、
地

域
の
支
え
合
い
に
よ
る
健
康
づ
く
り

を
挙
げ
て
お
り
、
推
進
す
る
拠
点
を

公
民
館
と
考
え
て
い
る
。

　
す
で
に
、
各
区
の
公
民
館
で
は
い

き
い
き
サ
ロ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
幅
広
い

世
代
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
周

知
を
図
り
た
い
。

　
ま
た
、
各
地
域
の
活
動
を
支
援
す

る
た
め
「
健
康
づ
く
り
支
援
員
」
制

度
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

　
現
在
、
オ
ア
シ
ス
篠
栗
が
健
康
づ

く
り
の
拠
点
だ
が
、
こ
れ
に
加
え
、

古
賀
市
の
取
り
組
み
な
ど
参
考
に
し

な
が
ら
、
各
区
の
公
民
館
が
健
康
づ

く
り
の
拠
点
と
な
る
よ
う
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問　
本
町
の
児
童
生
徒
に
対
す
る
安
全

確
保
、
危
機
回
避
能
力
の
育
成
教
育

は
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

答
【
教
育
長
】

　
子
ど
も
の
安
全
確
保
は
、
校
区
の

方
た
ち
に
よ
る「
見
守
り
活
動
」や「
青

パ
ト
に
よ
る
巡
回
」、
避
難
場
所
と
し

て「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」の
推
進
。

さ
ら
に
、「
安
心
メ
ー
ル
」
を
活
用
し

た
情
報
の
共
有
体
制
の
充
実
な
ど
を

進
め
て
い
る
。

　
次
に
、
危
機
回
避
能
力
の
育
成
は
、

通
学
路
の
安
全
確
認
や
不
審
者
対
応

な
ど
、
教
科
や
学
校
行
事
と
関
連
さ

せ
て
指
導
し
て
い
る
。

　
ま
た
、「
交
通
安
全
教
室
」
や
連
れ

去
り
、
声
掛
け
な
ど
の
犯
罪
を
想
定

し
た
体
験
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校
と
協
力

し
な
が
ら
町
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問　
危
険
箇
所
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

を
検
討
し
て
は
。

答
【
教
育
長
】

　
個
人
情
報
保
護
法
の
観
点
か
ら
慎

重
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
所
管
課

と
充
分
な
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

児
童
生
徒
の
登
下
校
の
安
全
確
保
は

教
育
長
　「�

児
童
生
徒
の
生
命
・
身
体
の
安
全
を

最
優
先
に
取
り
組
ん
で
い
る
」
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４
月
13
日
に
中
町
区
の
住
宅
密
集

地
で
全
・
半
焼
ほ
か
計
17
棟
を
焼
く

火
災
が
発
生
し
た
。
最
大
風
速
11
・

８
ｍ
、
実
効
湿
度
52
・
６
％
で
、
火

災
が
発
生
し
や
す
く
、
拡
大
し
や
す

い
気
象
条
件
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
今
回
、
防
災
体
制
が
適
切
に
機
能

し
た
の
か
、
防
災
体
制
の
充
実
が
必

要
で
は
な
い
か
と
い
う
視
点
で
質
問

す
る
。

問　
住
民
の
方
か
ら
サ
イ
レ
ン
が
遅

か
っ
た
と
い
う
声
が
上
っ
て
い
る

が
、吹
鳴
が
遅
れ
た
認
識
は
あ
る
か
。

答
【
町
長
】

　
消
防
団
員
１
３
５
名
、車
両
21
台
、

鎮
火
す
る
ま
で
６
時
間
を
要
す
る
大

規
模
火
災
で
、
幸
い
人
的
被
害
は
な

か
っ
た
が
、
計
17
棟
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
す
、篠
栗
町
の
有
史
以
来
、

稀
に
み
る
大
火
と
な
っ
た
。

　
悪
条
件
の
な
か
、
消
防
署
・
消
防

団
の
迅
速
な
対
応
に
よ
り
、
被
害
は

抑
え
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

答
【
総
務
課
長
】

　
10
時
59
分 

消
防
署
が
覚
知

　
11
時
03
分 

消
防
署
か
ら
の
連
絡

　
　
　
　
　 �

と
共
に
消
防
団
員
へ
出

動
メ
ー
ル
配
信

　
11
時
06
分 

サ
イ
レ
ン
吹
鳴

　
正
確
な
場
所
の
特
定
に
３
分
か

か
っ
た
が
、
遅
れ
た
認
識
は
な
い
。

問　
地
域
防
災
計
画
に
大
規
模
火
災
時

村瀨 敬太郎

防災体制の充実を

総務課長「諸条件を含め検討したい」

の
災
害
対
策
本
部
の
設
置
基
準
が
な

い
が
、
設
置
し
た
の
か
。

答
【
総
務
課
長
】

　
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
後
、
直
ち
に
設
置

し
た
。

　
本
災
害
は
人
災
の
た
め
、
基
準
の

明
記
は
な
い
。
今
後
、
円
滑
な
災
害

対
策
の
た
め
に
再
確
認
を
行
い
た
い
。

問　
避
難
勧
告
等
は
発
令
さ
れ
た
か
。

答
【
総
務
課
長
】

　
消
防
署
員
・
団
員
が
住
民
に
直
接

避
難
を
呼
び
か
け
た
こ
と
、
多
く
の

消
防
車
両
が
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
て

出
動
し
て
い
る
状
況
下
で
あ
る
た

め
、
発
令
は
し
て
い
な
い
。

問　
以
前
か
ら
、
平
日
昼
間
の
火
災
で

は
、
消
防
団
員
数
の
不
足
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
社
会
環
境
の
変
化
に
応

じ
て
何
ら
か
の
補
填
は
必
要
で
は
な

い
か
。

　
自
主
防
災
組
織
の
強
化
、
消
防
団

Ｏ
Ｂ
に
よ
る
機
能
別
消
防
団
の
設
置

な
ど
、
防
災
体
制
の
充
実
が
必
要
と

思
う
が
。

答
【
総
務
課
長
】

　
福
岡
市
消
防
局
ほ
か
、
都
市
圏
か

ら
６
隊
が
現
場
待
機
し
延
焼
に
備
え

た
が
、
指
摘
通
り
、
初
期
段
階
で
人

員
が
少
な
か
っ
た
の
は
事
実
。

　
自
主
防
災
組
織
の
強
化
、
機
能
別

消
防
団
設
立
は
有
効
な
手
段
と
考
え

る
。諸
条
件
等
を
含
め
検
討
し
た
い
。

問　
住
民
向
け
の
防
災
訓
練
を
含
む
基

本
的
事
項
か
ら
の
啓
発
活
動
な
ど
、

全
町
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答
【
総
務
課
長
】

　
防
災
意
識
醸
成
に
向
け
た
啓
発
推

進
を
積
極
的
に
行
い
た
い
。

機
能
別
消
防
団
員

　
一
般
的
な
消
防
団
員
と
は
異
な

り
、
入
団
時
に
決
め
た
特
定
の
活
動
・

役
割
及
び
大
規
模
災
害
対
応
等
に
参

加
す
る
消
防
団
員
。

　
機
能
別
消
防
団
員
数
は
、
消
防
団

等
充
実
強
化
法
成
立
後
、
年
々
増
加

し
て
い
る
。
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６
月
18
日
に
大
阪
北
部
で
発
生
し

た
地
震
に
よ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒

壊
し
２
名
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
。

　
惨
事
が
あ
る
前
に
危
険
が
わ
か
っ

て
い
た
ら
と
言
わ
れ
る
が
、
平
成
17

年
３
月
の
福
岡
県
西
方
沖
地
震
や
２

年
前
の
熊
本
地
震
で
多
く
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
が
倒
壊
し
、
福
岡
県
も
そ
の
た

び
に
点
検
を
促
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
マ
ス
コ
ミ
等
で
大
々
的

に
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
限
り
、
自
治

体
の
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

は
な
か
な
か
住
民
に
情
報
が
伝
わ
ら

な
い
。

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
も
同
様
だ
。
ど

れ
だ
け
町
民
の
方
に
必
要
な
情
報
を

正
し
く
伝
え
ら
れ
る
か
、
読
ん
で
い

た
だ
け
る
か
が
、
一
番
重
要
に
な
っ

て
く
る
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
更
に
研
鑽
し
、

よ
り
良
い
議
会
だ
よ
り
づ
く
り
に
励

ん
で
い
き
た
い
。

�

田
辺
　
弘
之

旬
し
ゅ
ん

花か

衆
し
ゅ
う

灯と

う

９
月
議
会
は

９
／
５
水	

開
会

９
／
７
金	

一
般
質
問

の
予
定
で
す

操法大会の熱戦の中、こんな楽しい催しも!!

消防体験コーナーでは、こんな体験もできます。

未来の消防士の誕生です。
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